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(57)【要約】
【課題】
　本発明の目的は、第１の溝からの光と、反射体で反射
された光との色度差を抑制した線状光源装置を提供する
ことである。
【解決手段】
　第１の発明に係る線状光源装置は、発光ダイオードか
ら放射される波長３８０ｎｍ～４９０ｎｍにピーク波長
を有する光を棒状の導光体を使って原稿に照明させる線
状光源装置において、前記導光体には、前記発光ダイオ
ードの放射光を原稿に向けるための第１の溝と、前記発
光ダイオードの放射光を反射体に向けるための第２の溝
とが、それぞれ前記導光体の長手方向に沿って伸びるよ
うに設けられ、少なくともいずれかの前記溝には、前記
発光ダイオードからのピーク波長より長波長の可視光を
出射する蛍光体が設けられたことを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光ダイオードから放射される波長３８０ｎｍ～４９０ｎｍにピーク波長を有する光を
棒状の導光体を使って原稿に照明させる線状光源装置において、
　前記導光体には、前記発光ダイオードの放射光を原稿に向けるための第１の溝と、前記
発光ダイオードの放射光を反射体に向けるための第２の溝とが、それぞれ前記導光体の長
手方向に沿って伸びるように設けられ、
　少なくともいずれかの前記溝には、前記発光ダイオードからのピーク波長より長波長の
可視光を出射する蛍光体が設けられた
　ことを特徴とする線状光源装置。
【請求項２】
　前記反射体の反射面が、アルミニウムで構成され、
　前記蛍光体が設けられた溝が、前記第２の溝であって、
　前記発光ダイオードと前記導光体との間にも、前記発光ダイオードからのピーク波長よ
り長波長の可視光を出射する蛍光体が設けられた
　ことを特徴とする請求項１に記載の線状光源装置。
【請求項３】
　前記反射体の反射面が、アルミニウムで構成され、
　前記蛍光体が設けられた溝が、前記第１の溝及び前記第２の溝であって、
　前記発光ダイオードと前記導光体との間にも、前記発光ダイオードからのピーク波長よ
り長波長の可視光を出射する蛍光体が設けられた
　ことを特徴とする請求項１に記載の線状光源装置。
【請求項４】
　前記第２の溝に設けられた蛍光体は、前記第１の溝に設けられた蛍光体よりも濃度が高
い
　ことを特徴とする請求項３に記載の線状光源装置。
【請求項５】
　前記反射体が、アルミニウムで構成され、
　前記蛍光体が設けられた溝が、前記第１の溝及び前記第２の溝であって、
　前記第２の溝に設けられた蛍光体は、前記第１の溝に設けられた蛍光体よりも濃度が高
い
　ことを特徴とする請求項１に記載の線状光源装置。
【請求項６】
　前記反射体が、銀で構成され、
　前記蛍光体が設けられた溝が、前記第１の溝であって、
　前記発光ダイオードと前記導光体との間にも、前記発光ダイオードからのピーク波長よ
り長波長の可視光を出射する蛍光体が設けられた
　ことを特徴とする請求項１に記載の線状光源装置。
【請求項７】
　前記反射体が、銀で構成され、
　前記蛍光体が設けられた溝が、前記第１の溝及び前記第２の溝であって、
　前記発光ダイオードと前記導光体との間にも、前記発光ダイオードからのピーク波長よ
り長波長の可視光を出射する蛍光体が設けられた
　ことを特徴とする請求項１に記載の線状光源装置。
【請求項８】
　前記第１の溝に設けられた蛍光体は、前記第２の溝に設けられた蛍光体よりも濃度が高
い
　ことを特徴とする請求項７に記載の線状光源装置。
【請求項９】
　前記反射体が、銀で構成され、
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　前記蛍光体が設けられた溝が、前記第１の溝及び前記第２の溝であって、
　前記第１の溝に設けられた蛍光体は、前記第２の溝に設けられた蛍光体よりも濃度が高
い
　ことを特徴とする請求項１に記載の線状光源装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ファクシミリ、複写機、イメージスキャナ、バーコードリーダなどに使用す
る画像読取装置の照明用光源に用いられる線状光源装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ファクシミリなどの画像読取装置において、線状光源装置として特許文献１に記
載されるものが知られていた。
【０００３】
　図１２は、従来に係る線状光源装置１の説明図である。図１２（ａ）は、導光体３の長
手方向に対して直交する断面図であり、図１２（ｂ）は、導光体３の長手方向に沿った断
面図（図１２（ａ）のＥ－Ｅ断面図）である。
　従来の線状光源装置１は、円柱状の導光体３と、この導光体３の長手方向における一端
面３３に対向させた光源２と、導光体３からの光を反射する反射体８と、を備える。
　導光体３には、その長手方向に沿って伸びる外面に一対の溝３１１，３１２が設けられ
る。この一対の溝３１１，３１２は、切り込み方向が導光体３の長手方向と直交するよう
に構成される。
【０００４】
　光源２は、基板２１に載置された発光ダイオード２２と、その外周を封止する半球状の
封止体２３と、を備える。
　発光ダイオード３からの出射光は、透光性を有する封止体２３を透過して、導光体３の
一端面３３に向かって出射され、この一端面３３から導光体３の内部に取り込まれる。
　導光体３に取り込まれた光は、導光体３の内部で反射を繰り返し、一対の溝３１１，３
１２の傾斜した面に反射され、導光体３の溝３１１，３１２に対向する面（出射面３２）
から出射される。
　第１の溝３１１で反射された光は、出射面３２から出射され、原稿台９に向かう（図１
２における符号ＤＬ１）。第２の溝３１２で反射された光は、出射面３２から出射され、
反射体８に向かう（図１２における符号ＤＬ２）。
　反射体８は、その反射面が例えばアルミニウムのような金属光沢よって構成され、第２
の溝３１２からの光ＤＬ２をその反射面で反射して、原稿台９に向かわせる。
　原稿台９は、透明な部材で構成されており、導光体３からの直接光ＤＬ１と反射体８か
らの反射光ＢＬとが透過される。原稿台９上には、原稿用紙などの被読取媒体（不図示）
が載置され、原稿台９を透過した光が照射される。被読取媒体の照射面では、直接光ＤＬ
１の進行方向と反射光ＢＬの進行方向とが交差するように照射されることで、被読取媒体
に折り目や貼り合せなどによる段差部分があっても、影が生じることを抑制できる。
【０００５】
　このような、ファクシミリなどの画像読取装置の用途においては、原稿台９上に載置さ
せた被読取媒体からの反射光を光電変換するＣＣＤが用いられる。
　特許文献２には、ＣＣＤに感度特性があり、光源からの光の波長域によって色再現性が
悪くなることが記載されている（特許文献２の段落番号０００６参照）。
　特許文献２では、光源からの光の波長域をＣＣＤの感度特性に合わせる手段として、図
１３に示すものが開示されている。図１３の光源２は、基板２１上に発光ダイオード２２
を載置し、この発光ダイオード２２を封止体２３で封止している。この発光ダイオード２
２には、青色発光ダイオードが用いられ、封止体２３には、青色光によって励起される黄
色蛍光体が含まれている。この結果、光源２からは、青色発光ダイオード２２からの青色
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光Ｂと、黄色蛍光体からの黄色光Ｙとが出射されることで、ＣＣＤに不要な波長を含まな
い白色光が出射される。
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－２１６４０９公報
【特許文献２】特開２００６－２２７３８４公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１の技術においても、線状光源装置１からの光をＣＣＤの感度特性に応じた光
にするため、発光ダイオード２２を例えば青色発光ダイオードで構成し、封止体２３内に
例えば黄色蛍光体を封入して、ＣＣＤに不要な波長を含まない光を導光体３から出射させ
ることが考えられる。
　ところが、このように構成しても、色再現性が得られないといった問題が生じた。
【０００８】
　本発明者らの鋭意検討の結果、反射体８の反射面がアルミニウム及び銀の場合に、上記
の問題が生じることに気がついた。この理由について、図１２及び図１４を用いて説明す
る。
【０００９】
　図１４は、横軸が光の波長、縦軸が反射率をあらわした分光反射率曲線を示している。
この図１４では、銀及びアルミニウムのそれぞれに光を照射したときに、その波長によっ
て反射率が変化することが示されている。
　図１２の線状光源装置１と図１４とを用いて上記問題を説明すると、図１２の光源２か
らの光が、青色光と黄色光との混色光のとき、第１の溝３１１及び第２の溝３１２に反射
される光も混色光である。この混色光における青色光（ピークは波長を例えば４７０ｎｍ
）と黄色光（ピーク波長が５８０ｎｍ）との比率が例えば１：１であるとすると、原稿台
９に照射される直接光ＤＬ１における青色光と黄色光の比率は１：１である。一方、反射
体８に向かう光ＤＬ２は、反射体８の反射面がアルミニウムで構成されていると、青色光
の４７０ｎｍの波長が９０％反射されるのに対し、黄色光の５８０ｎｍの８７％反射され
て、両者の反射率が一致しない。従って、反射体８からの反射光ＢＬは、青色光と黄色光
との比率が９：８．７となり、直接光ＤＬ１での比率１：１とは一致しない。従って、原
稿台９上の被読取媒体は、直接光ＤＬ１の色度と反射光ＢＬの色度とが一致しないことか
ら、色再現性が得られない問題が生じた。
　この色再現性が得られない問題は、反射体８の反射面が銀で構成された場合でも生じる
。
【００１０】
　そこで、本発明の目的は、第１の溝からの光と、反射体で反射された光との色度差を抑
制した線状光源装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　第１の発明に係る線状光源装置は、発光ダイオードから放射される波長３８０ｎｍ～４
９０ｎｍにピーク波長を有する光を棒状の導光体を使って原稿に照明させる線状光源装置
において、前記導光体には、前記発光ダイオードの放射光を原稿に向けるための第１の溝
と、前記発光ダイオードの放射光を反射体に向けるための第２の溝とが、それぞれ前記導
光体の長手方向に沿って伸びるように設けられ、少なくともいずれかの前記溝には、前記
発光ダイオードからのピーク波長より長波長の可視光を出射する蛍光体が設けられたこと
を特徴とする。
　第２の発明に係る線状光源装置は、第１の発明において、前記反射体の反射面が、アル
ミニウムで構成され、前記蛍光体が設けられた溝が、前記第２の溝であって、前記発光ダ
イオードと前記導光体との間にも、前記発光ダイオードからのピーク波長より長波長の可
視光を出射する蛍光体が設けられたことを特徴とする。
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　第３の発明に係る線状光源装置は、第１の発明において、前記反射体の反射面が、アル
ミニウムで構成され、前記蛍光体が設けられた溝が、前記第１の溝及び前記第２の溝であ
って、前記発光ダイオードと前記導光体との間にも、前記発光ダイオードからのピーク波
長より長波長の可視光を出射する蛍光体が設けられたことを特徴とする。
　第４の発明に係る線状光源装置は、第３の発明において、前記第２の溝に設けられた蛍
光体は、前記第１の溝に設けられた蛍光体よりも濃度が高いことを特徴とする。
　第５の発明に係る線状光源装置は、第１の発明において、前記反射体が、アルミニウム
で構成され、前記蛍光体が設けられた溝が、前記第１の溝及び前記第２の溝であって、前
記第２の溝に設けられた蛍光体は、前記第１の溝に設けられた蛍光体よりも濃度が高いこ
とを特徴とする。
　第６の発明に係る線状光源装置は、第１の発明において、前記反射体が、銀で構成され
、前記蛍光体が設けられた溝が、前記第１の溝であって、前記発光ダイオードと前記導光
体との間にも、前記発光ダイオードからのピーク波長より長波長の可視光を出射する蛍光
体が設けられたことを特徴とする。
　第７の発明に係る線状光源装置は、第１の発明において、前記反射体が、銀で構成され
、前記蛍光体が設けられた溝が、前記第１の溝及び前記第２の溝であって、前記発光ダイ
オードと前記導光体との間にも、前記発光ダイオードからのピーク波長より長波長の可視
光を出射する蛍光体が設けられたことを特徴とする。
　第８の発明に係る線状光源装置は、第７の発明において、前記第１の溝に設けられた蛍
光体は、前記第２の溝に設けられた蛍光体よりも濃度が高いことを特徴とする。
　第９の発明に係る線状光源装置は、第１の発明において、前記反射体が、銀で構成され
、前記蛍光体が設けられた溝が、前記第１の溝及び前記第２の溝であって、前記第１の溝
に設けられた蛍光体は、前記第２の溝に設けられた蛍光体よりも濃度が高いことを特徴と
する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る線状光源装置は、第１の溝からの光と、反射体で反射された光との色度差
を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明に係る線状光源装置の説明図である。
【図２】本発明に係る線状光源装置の説明図である。
【図３】本発明に係る線状光源装置の説明図である。
【図４】本発明において、反射体がアルミニウムのときの発光ダイオードと導光体との間
に設けられた蛍光体の有無と溝に設けられた蛍光体の有無との組み合わせを示した説明図
である。
【図５】本発明において、反射体がアルミニウムのときの発光ダイオードと導光体との間
に設けられた蛍光体の有無と溝に設けられた蛍光体の有無との組み合わせを示した説明図
である。
【図６】本発明において、反射体がアルミニウムのときの発光ダイオードと導光体との間
に設けられた蛍光体の有無と溝に設けられた蛍光体の有無との組み合わせを示した説明図
である。
【図７】本発明に係る線状光源装置の説明図である。
【図８】本発明において、反射体が銀のときの発光ダイオードと導光体との間に設けられ
た蛍光体の有無と溝に設けられた蛍光体の有無との組み合わせを示した説明図である。
【図９】本発明において、反射体が銀のときの発光ダイオードと導光体との間に設けられ
た蛍光体の有無と溝に設けられた蛍光体の有無との組み合わせを示した説明図である。
【図１０】本発明において、反射体が銀のときの発光ダイオードと導光体との間に設けら
れた蛍光体の有無と溝に設けられた蛍光体の有無との組み合わせを示した説明図である。
【図１１】本発明に係る線状光源装置の説明図である。
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【図１２】従来に係る線状光源装置の説明図である。
【図１３】従来に係る光源の説明図である。
【図１４】各波長に対するアルミニウムの分光反射率及び銀の分光反射率を示した説明図
である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明に係る線状光源装置は、反射体の反射面が、アルミニウムで構成される場合と銀
で構成される場合とがある。まずは、反射面がアルミニウムで構成された場合について、
第１～３の実施例で説明し、次に、反射面が銀で構成された場合について、第４～６の実
施例で説明する。
【００１５】
　図１は、本発明の第１の実施例に係る線状光源装置１の説明図である。
　図１（ａ）は、導光体３の長手方向に対して直交した断面図であり、図１（ｂ）は、導
光体３の長手方向に沿った断面図（図１（ａ）のＡ－Ａ断面図）である。
【００１６】
　線状光源装置１は、長手方向に沿った外面に一対の溝３１１，３１２が設けられた導光
体３と、該導光体３の長手方向の一端面３３に対向する光源２と、第２の溝３１２で反射
された光が入射される反射体８と、を備え、第２の溝３１２の外方に溝に設けられた蛍光
体５２が設けられる。
【００１７】
　導光体３の外面に設けられる溝３１１，３１２の形状は種々あるが、本発明においては
、例えば導光体３の軸方向に直交する方向（図１（ｂ）における紙面奥手前方向）に切り
込んで形成される。このような溝形状は、導光体３の長手方向に沿って複数設けられる。
　各溝３１１，３１２は、それぞれの溝形状の垂線が交差する位置に設けられる。具体的
には、図１（ａ）において、第１の溝３１１の溝形状からの垂線（符号ＤＬ１と一致する
）と、第２の溝３１２の溝形状からの垂線（符号ＤＬ２と一致する）とが、交差する位置
に、第１の溝３１１と第２の溝３１２が導光体３に設けられる。
　導光体３において、溝３１１，３１２が対向する外面（出射面３２）は、溝３１１，３
１２で反射された光が集光されるように円弧状に形成され（図１（ａ）参照）、該円弧状
の出射面３２が導光体３の長手方向に沿った外面に設けられる。これにより、導光体３全
体は、略円柱の棒状で構成される。
　導光体３を構成する部材としては、例えばアクリル樹脂，ポリエステル樹脂又はポリカ
ーボネート樹脂のような透光性部材が用いられる。
【００１８】
　導光体３の長手方向の一端面３３には、図１（ｂ）に示すように、光源２が対向するよ
うに設けられる。
　第１の実施例に用いられる光源２は、３８０ｎｍ～４９０ｎｍにピーク波長を有する紫
色又は青色発光ダイオード２２が基板２１上に設けられ、この発光ダイオード２２を封止
する半球状の封止体２３１が設けられ、その封止体２３１を取り囲むように円錐状の反射
面を有する反射鏡２４が設けられることで、構成される。
　第１の実施例に用いられる封止体２３１には、発光ダイオード２２からの光を透過する
例えばシリコーンからなる樹脂部材で構成され、その内部に蛍光体が封入される。これに
より、蛍光体は、発光ダイオード２２と導光体３との間に設けられる。
　この蛍光体は、発光ダイオード２２からの光によって励起され、発光ダイオード２２の
ピーク波長より長波長の可視光を励起光として出射するものが用いられる。このような蛍
光体としては、赤色蛍光体や黄色蛍光体や緑色蛍光体を用いることができる。赤色蛍光体
の具体例を挙げると、ＣａＡｌＳｉＮ３：Ｅｕ、（Ｃａ，Ｓｒ）２Ｓｉ５Ｎ８：Ｅｕ、Ｃ
ａＳｉＮ２：Ｅｕ、Ｓｒ３ＳｉＯ２：Ｅｕ，Ｙｂ、Ｂａ３ＭｇＳｉ２Ｏ８：Ｅｕ，Ｍｎ、
（Ｓｒ，Ｃａ，Ｂａ，Ｍｇ）１０（ＰＯ４）６Ｃ１２：Ｅｕ，Ｍｎなどがある。黄色蛍光
体の具体例を挙げると、（Ｙ，Ｇｄ）３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ、Ｔｂ３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ
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、（Ｓｒ，Ｂａ）Ｓｉ２（Ｏ，Ｃｌ）２Ｎ２：Ｅｕ、ＳｒＳｉ２（Ｏ、Ｃｌ）２Ｎ２：Ｅ
ｕなどがある。緑色蛍光体の具体例を挙げると、Ｃａ３Ｓｃ２Ｓｉ３Ｏ１２：Ｃｅ、Ｓｒ
－ＳｉＯＮ：Ｅｕ、Ｙ３（Ａｌ，Ｇａ）５Ｏ１２：Ｃｅ、ＺｎＳ：Ｃｕ，Ａｌ、ＢａＭｇ
Ａｌ１０Ｏ１７：Ｅｕ，Ｍｎ、ＳｒＡｌ２Ｏ４：Ｅｕなどがある。
　従って、光源２は、封止体２３から紫色又は青色発光ダイオード２２からの光と、蛍光
体からの励起光との混色可視光が出射される。
【００１９】
　導光体３の第２の溝３１２の外方には、第２の溝３１２を通過した光が照射される位置
に、蛍光体５２が設けられる。図１に示す第１の実施例では、溝３１２の外面に、導光体
３の長手方向に沿って伸びるように、蛍光体５２が設けられている。
　この溝に設けられた蛍光体５２は、発光ダイオード２２からの光によって励起され、発
光ダイオード２２のピーク波長より長波長の可視光を励起光として出射する蛍光体を用い
ることができる。このような溝に設けられた蛍光体５２としては、赤色蛍光体や黄色蛍光
体や緑色蛍光体を用いることができる。赤色蛍光体の具体例を挙げると、ＣａＡｌＳｉＮ

３：Ｅｕ、（Ｃａ，Ｓｒ）２Ｓｉ５Ｎ８：Ｅｕ、ＣａＳｉＮ２：Ｅｕ、Ｓｒ３ＳｉＯ２：
Ｅｕ，Ｙｂ、Ｂａ３ＭｇＳｉ２Ｏ８：Ｅｕ，Ｍｎ、（Ｓｒ，Ｃａ，Ｂａ，Ｍｇ）１０（Ｐ
Ｏ４）６Ｃ１２：Ｅｕ，Ｍｎなどがある。黄色蛍光体の具体例を挙げると、（Ｙ，Ｇｄ）

３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ、Ｔｂ３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ、（Ｓｒ，Ｂａ）Ｓｉ２（Ｏ，Ｃｌ）

２Ｎ２：Ｅｕ、ＳｒＳｉ２（Ｏ、Ｃｌ）２Ｎ２：Ｅｕなどがある。緑色蛍光体の具体例を
挙げると、Ｃａ３Ｓｃ２Ｓｉ３Ｏ１２：Ｃｅ、Ｓｒ－ＳｉＯＮ：Ｅｕ、Ｙ３（Ａｌ，Ｇａ
）５Ｏ１２：Ｃｅ、ＺｎＳ：Ｃｕ，Ａｌ、ＢａＭｇＡｌ１０Ｏ１７：Ｅｕ，Ｍｎ、ＳｒＡ
ｌ２Ｏ４：Ｅｕなどがある。
【００２０】
　第２の溝３１２からの光ＤＬ２が照射される位置には、反射体８が配置される。反射体
８は、導光体３の長手方向に沿って伸びる樋状であり、その反射面８１は、例えば金属光
沢のあるアルミニウムや、アルミニウムによる蒸着面によって構成される。
【００２１】
　導光体３の一対の溝３１１，３１２側には、導光体３の外面を挟持する導光体保持体７
１が設けられる。これにより、導光体３の溝３１１，３１２の外面と導光体保持体７１と
によって、第２の溝３１２の外方に設けられた蛍光体５２が取り囲まれる。
　反射体８には、反射面８１の背面側に、反射体保持体７２が設けられる。
　導光体保持体７１と反射体保持体７２とは互いに固定され、導光体３と反射体８との位
置関係が保持される。
【００２２】
　上述した第１の実施例に係る線状光源装置１は、図示しない電源装置から光源２に給電
されることで、導光体３の長手方向に沿った線状の出射光を、導光体３の出射面３２から
出射させる。線状光源装置１が線状の出射光を出射するまでについて、図１及び図４を用
いて説明する。
【００２３】
　光源２は、給電されることにより、紫色又は青色発光ダイオード２２から３８０ｎｍ～
４９０ｎｍにピーク波長を有する光が出射される（なお、本発明においては、この発光ダ
イオード光２２からの光を、ＬＥＤ光として以下に記載する）。封止体２３は、蛍光体が
封入されているので、この蛍光体がＬＥＤ光によって励起され、励起光が出射される（な
お、本発明においては、この蛍光体からの励起光を、一端側励起光として以下に記載する
）。従って、封止体２３からの光は、ＬＥＤ光と一端側励起光とからなり、導光体３の一
端面３３を照射するものもあるが、一部には、封止体２３を取り囲む反射鏡２４の反射面
を介して導光体３の一端面３３を照射するものもある。
　このように、光源２からの出射光は、導光体３の長手方向における一端面３３を照射し
、この一端面３３から導光体３の内部に取り込まれる。
【００２４】
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　導光体３の内部に取り込まれたＬＥＤ光及び一端側励起光は、導光体３の長手方向に向
かうにつれて、一対の溝３１１，３１２に順次反射されて、出射面３２から出射される。
【００２５】
　第１の溝３１１で反射された光は、出射面３２の形状によって集光されるなどして導光
体３から出射され、紙面右斜め上方向に向かって原稿台９に向かう（図１（ａ）の符号Ｄ
Ｌ１のこと）。
【００２６】
　第２の溝３１２では、その溝形状によって反射される光があり、第２の溝３１２を透過
される光もある。第２の溝３１２を透過した光は、第２の溝３１２の外面に設けられた蛍
光体５２を照射することになる。第２の溝３１２を透過した光の中には、ＬＥＤ光が含ま
れており、溝に設けられた蛍光体５２は、このＬＥＤ光が照射されることで、励起されて
励起光を出射する（なお、本発明においては、この溝に設けられた蛍光体５２からの励起
光を、溝側励起光として以下に記載する）。従って、第２の溝３１２からは、第２の溝３
１２で反射された光（ＬＥＤ光と一端側励起光）と、溝側励起光との両方が出射され、出
射面３２の形状によって集光されるなどして導光体３から出射され、紙面右方向に向かっ
て反射体８に向かう（図１（ａ）の符号ＤＬ２のこと）。
【００２７】
　このように、第２の溝３１２の外方に蛍光体５２を設けるのは次の理由からである。
　反射体８の反射面８１はアルミニウムで構成されており、図１４に示すように、照射さ
れる光の波長が長波長に向かうにつれて反射率が低下する。
　一端側励起光の波長は、発光ダイオード２２からの光の波長に対して長波長側にある。
このため、導光体３からの第２の溝３１２の外方に蛍光体５２が設けられていない場合、
導光体３からの出射される直接光ＤＬ１と反射体８に向かう光ＤＬ２との色度は一致する
が、アルミニウムからなる反射面８１で反射された光ＢＬでは、発光ダイオード２２から
の光の強度に対して一端側励起光の強度が低下してしまい、直接光ＤＬ１と反射光ＢＬと
の色度が一致しない。
　従って、第１の実施例に係る線状光源装置１では、第２の溝３１２の外方に蛍光体５２
を設けることで、アルミニウムからなる反射面８１で一端側励起光の強度が発光ダイオー
ド２２からの光の強度が低下する分を、溝に設けられた蛍光体５２からの溝側励起光によ
って補い、導光体３から原稿台９に向かう直接光ＤＬ１と反射面８１で反射された反射光
ＢＬとの色度を近似させることができる。
　このように直接光ＤＬ１と反射光ＢＬとの色度が近似することについて、図４に具体的
な数値を例示して説明する。
【００２８】
　まず、図４の「比較例」を用いて、直接光ＤＬ１と反射光ＢＬとの色度が一致しない理
由が、アルミニウムからなる反射面８１に原因があることについて説明する。
　図４（ａ）の「比較例」には、図１に示した線状光源装置１の構成で蛍光体５２を溝に
設けなかった例を示しており、「本発明図１」には、図１に示した線状光源装置１の構成
を示している。図１に示した線状光源装置１の効果を説明するため、蛍光体５２を溝に設
けない「比較例」と図１に示した「本発明図１」とを比較する。
【００２９】
　図４（ａ）の「比較例」の「構成」は、「ＬＥＤ」に示すように、３８０ｎｍ～４９０
ｎｍにピーク波長を有する発光ダイオード２２を備える。この発光ダイオード２２は封止
体２３１で封止されるが、図４（ａ）の「発光ダイオードと導光体との間に設けられた蛍
光体」が「あり」になっているように、封止体２３１中に、発光ダイオード２２からの光
のピーク波長より長波長の励起光を出射する発光ダイオードと導光体との間に設けられた
蛍光体が封入される。導光体３は、一対の溝３１１，３１２を備えるが、図４（ａ）の「
溝に設けられた蛍光体」の「第１の溝」及び「第２の溝」のいずれも「なし」になってい
るように、導光体３の一対の溝３１１，３１２の外方には蛍光体が設けられていない。
【００３０】
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　図４（ａ）で示す「構成」を備えた「比較例」は、点灯を開始すると、図４（ｂ）の「
比較例」で示す「作用」を奏する。「比較例」の「作用」について、図４（ｂ）を用いて
説明する。
　この「比較例」の光源２からは、ＬＥＤ光と一端側励起光とが出射され、導光体３の内
部に取り込まれる。導光体３の内部に取り込まれたＬＥＤ光の強度を１００％としたとき
、一端側励起光の相対強度を例えば１００％であったとする（図４（ｂ）の「一端面から
の入射光」を参照のこと）。
【００３１】
　導光体３の内部に取り込まれた光について、図４（ｂ）の「第１の溝からの光」及び「
第２の溝からの光」を参照して説明する。
　第１の溝３１１では、ＬＥＤ光が５０％反射され、一端側励起光が５０％反射される。
同じく、第２の溝３１２では、ＬＥＤ光が５０％反射され、一端側励起光が５０％反射さ
れる。
　第１の溝３１１には、蛍光体が設けられていないことから、第１の溝３１１からの溝側
励起光は無い（０％）。
　また、第２の溝３１２には、蛍光体が設けられていないことから、第２の溝３１２から
の溝側励起光は無い（０％）。
【００３２】
　第１の溝３１１からの光は、導光体３の出射面３２から出射され、原稿台９に直接向か
う（図１における符号ＤＬ１）。このため、その光ＤＬ１におけるＬＥＤ光（図４（ｃ）
においては「３８０～４９０ｎｍの波長域」と示している）が５０％であるのに対して、
一端側励起光（図４（ｃ）においては「５００～７５０ｎｍの波長域」と示している）が
５０％であるので、両者の比率は１：１の色度を有する（図４（ｃ）の「第１の溝からの
直接光」を参照のこと）。
【００３３】
　第２の溝３１２からの光は、導光体３の出射面３２から出射され、反射体８に向かう（
図１における符号ＤＬ２）。このとき、反射体８に向かう光ＤＬ２は、ＤＬ１と同じく、
ＬＥＤ光が５０％であるのに対して、一端側励起光が５０％であるので、両者の比率は１
：１の色度を有する。
　反射面８１がアルミニウムで構成されることから、光の波長が長波長に向かうにつれて
反射率が低下する（図１４参照）。アルミニウムからなる反射面８１は、ＬＥＤ光の波長
域を例えば５％損失（反射率９５％と同義）させ、一端側励起光の波長域を例えば１０％
損失（反射率９０％と同義）させる（図４（ｂ）の「反射面での反射効率」を参照のこと
）。
　反射体８へ向かうＤＬ２は、アルミニウムからなる反射面８１で反射されると、ＬＥＤ
光が５％損失することで４５％になり、一端側励起光が１０％損失することで４０％にな
る。従って、反射面８１からの反射光ＢＬは、ＬＥＤ光の強度と一端側励起光の強度との
比率が１．１２５：１の色度を有する（図４（ｃ）の「反射体からの反射光」を参照のこ
と）。
【００３４】
　上述のように、「比較例」では、アルミニウムからなる反射面８１における反射率が長
波長に向かうにつれて反射率を低下させてしまうことから、導光体３から原稿台９に直接
向かう直接光ＤＬ１の色度と、反射面８１からの反射光ＢＬの色度とが一致せず、色再現
性を得ることができない。
【００３５】
　このような色再現性の問題は、第１の実施例においては解決できる。この点を図４にお
ける「本発明図１」を用いて説明する。
【００３６】
　図４（ａ）の「本発明図１」の「構成」は、「ＬＥＤ」に示すように、３８０ｎｍ～４
９０ｎｍにピーク波長を有する発光ダイオード２２を備える。この発光ダイオード２２は
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封止体２３１で封止されるが、図４（ａ）の「発光ダイオードと導光体との間に設けられ
た蛍光体」が「あり」になっているように、封止体２３１中に、発光ダイオード２２から
の光のピーク波長より長波長の励起光を出射する蛍光体が封入される。導光体３は、一対
の溝３１１，３１２を備えるが、図４（ａ）の「溝に設けられた蛍光体」の「第１の溝」
が「なし」になっているように、導光体３の第１の溝３１１の外方には蛍光体が設けられ
ていないが、「第２の溝」が「あり」になっているように、導光体３の第２の溝３１２の
外方には蛍光体５２が設けられている。
【００３７】
　図４（ａ）で示す「構成」を備えた「本発明図１」は、点灯を開始すると、図４（ｂ）
の「本発明図１」で示す「作用」を奏する。「本発明図１」の「作用」について、図４（
ｂ）を用いて説明する。
　この「本発明図１」の光源２からは、ＬＥＤ光と一端側励起光とが出射され、導光体３
の内部に取り込まれる。導光体３の内部に取り込まれたＬＥＤ光の強度を１００％とした
とき、一端側励起光の相対強度を例えば１００％であったとする（図４（ｂ）の「一端面
からの入射光」を参照のこと）。
【００３８】
　導光体３の内部に取り込まれた光について、図４（ｂ）の「第１の溝からの光」及び「
第２の溝からの光」を参照して説明する。
　第１の溝３１１では、ＬＥＤ光が５０％反射され、一端側励起光が５０％反射される。
同じく、第２の溝３１２では、ＬＥＤ光が５０％反射され、一端側励起光が５０％反射さ
れる。
　第１の溝３１１には、蛍光体が設けられていないことから、第１の溝３１１からの溝側
励起光は無い（０％）。
　第２の溝３１２には、蛍光体５２が設けられていることから、第２の溝３１２からの溝
側励起光が得られ、この溝側励起光の強度がＬＥＤ光の強度に対して例えば５％である。
【００３９】
　第１の溝３１１からの光は、導光体３の出射面３２から出射され、原稿台９に直接向か
う（図１における符号ＤＬ１）。このため、その光ＤＬ１におけるＬＥＤ光（図４（ｃ）
においては「３８０～４９０ｎｍの波長域」と示している）が５０％であるのに対して、
一端側励起光（図４（ｃ）においては「５００～７５０ｎｍの波長域」と示している）が
５０％であるので、両者の比率は１：１の色度を有する（図４（ｃ）の「第１の溝からの
直接光」を参照のこと）。
【００４０】
　第２の溝３１２からの光は、導光体３の出射面３２から出射され、反射体８に向かう（
図１における符号ＤＬ２）。このとき、一端側励起光の波長域と溝側励起光の波長域とが
一致する場合、反射体８に向かう光ＤＬ２は、ＬＥＤ光が５０％であるのに対して、ＬＥ
Ｄ光のピーク波長より長波長の光が５５％（一端側励起光の５０％＋溝側励起光の５％）
である。
　反射面８１がアルミニウムで構成されることから、光の波長が長波長に向かうにつれて
反射率が低下する（図１４参照）。アルミニウムからなる反射面８１は、ＬＥＤ光の波長
域を例えば５％損失（反射率９５％と同義）させ、一端側励起光の波長域を例えば１０％
損失（反射率９０％と同義）させる（図４（ｂ）の「反射面での反射効率」を参照のこと
）。
　反射体８へ向かうＤＬ２は、アルミニウムからなる反射面８１で反射されると、ＬＥＤ
光が５％損失することで４５％になり、ＬＥＤ光のピーク波長より長波長の光（一端側励
起光＋溝側励起光）が１０％損失することで４５％になる。従って、反射面８１からの反
射光ＢＬは、ＬＥＤ光の強度と一端側励起光の強度との比率が１：１の色度を有する（図
４（ｃ）の「反射体からの反射光」を参照のこと）。
【００４１】
　従って、第１の実施例に係る線状光源装置１では、第２の溝３１２の外方に蛍光体５２
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を設けることで、アルミニウムからなる反射面８１で一端側励起光の強度が発光ダイオー
ド２２からの光の強度が低下する分を、溝に設けられた蛍光体５２からの溝側励起光によ
って補うことができ、導光体３から原稿台９に向かう直接光ＤＬ１と反射面８１で反射さ
れた反射光ＢＬとの色度を近似させることができる。これにより、第１の実施例に係る線
状光源装置１は、原稿読取時の色再現性を得ることができる。
【００４２】
　導光体３からの直接光ＤＬ１は、第１の溝３１１が伸びる方向に沿って出射されること
から、導光体３の長手方向に沿った線状光として出射される。
　反射面８１からの反射光ＢＬは、反射面８１に向かう光ＤＬ２を反射した光であり、こ
の光ＤＬ２が第２の溝３１２の伸びる方向に沿って出射されることから、導光体３の長手
方向に沿った線状光である。
　従って、第１の実施例に係る線状光源装置１は、導光体３の直接光ＤＬ１の線状光と反
射面８１からの反射光ＢＬの線状光とを原稿台９に向かって出射し、原稿台９上に載置さ
れた被読取媒体を線状に照射することができる。
【００４３】
　なお、溝に設けられた蛍光体５２は、粉体状で第２の溝３１２に塗布されている場合、
本発明に係る線状光源装置１を備えた装置からの振動によって、一部がはがれる可能性が
あるが、本発明に係る溝に設けられた蛍光体５２は、導光体３の溝３１１，３１２の外面
と導光体保持体７１とによって取り囲まれていることから、はがれた一部を装置内で撒き
散らすことを防止できる。
【００４４】
　図２は、本発明の第２の実施例に係る線状光源装置１の説明図である。
　図２（ａ）は、導光体３の長手方向に対して直交した断面図であり、図２（ｂ）は、導
光体３の長手方向に沿った断面図（図２（ａ）のＢ－Ｂ断面図）である。
　なお、図２には、図１に示したものと同じものに、同一の符号が付されている。
【００４５】
　図２に示す線状光源装置１は、第１の溝３１１の外方にも蛍光体５１を設けた点で、図
１に示す線状光源装置１と相違する。
　図２の第２の実施例の説明として、図１で示した第１の実施例の説明と共通する部分は
省略し、図１との相違点について述べる。
【００４６】
　導光体３の第１の溝３１１の外方には、第１の溝３１１を通過した光が照射される位置
に、蛍光体５１が設けられる。図２に示す第２の実施例では、第１の溝３１１の外面に、
導光体３の長手方向に沿って伸びるように、蛍光体５１が設けられている。
　この溝に設けられた蛍光体５１は、発光ダイオード２２からの光によって励起され、発
光ダイオード２２のピーク波長より長波長の可視光を励起光として出射する蛍光体を用い
ることができる。このような溝に設けられた蛍光体５１としては、赤色蛍光体や黄色蛍光
体や緑色蛍光体を用いることができる。赤色蛍光体の具体例を挙げると、ＣａＡｌＳｉＮ

３：Ｅｕ、（Ｃａ，Ｓｒ）２Ｓｉ５Ｎ８：Ｅｕ、ＣａＳｉＮ２：Ｅｕ、Ｓｒ３ＳｉＯ２：
Ｅｕ，Ｙｂ、Ｂａ３ＭｇＳｉ２Ｏ８：Ｅｕ，Ｍｎ、（Ｓｒ，Ｃａ，Ｂａ，Ｍｇ）１０（Ｐ
Ｏ４）６Ｃ１２：Ｅｕ，Ｍｎなどがある。黄色蛍光体の具体例を挙げると、（Ｙ，Ｇｄ）

３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ、Ｔｂ３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ、（Ｓｒ，Ｂａ）Ｓｉ２（Ｏ，Ｃｌ）

２Ｎ２：Ｅｕ、ＳｒＳｉ２（Ｏ、Ｃｌ）２Ｎ２：Ｅｕなどがある。緑色蛍光体の具体例を
挙げると、Ｃａ３Ｓｃ２Ｓｉ３Ｏ１２：Ｃｅ、Ｓｒ－ＳｉＯＮ：Ｅｕ、Ｙ３（Ａｌ，Ｇａ
）５Ｏ１２：Ｃｅ、ＺｎＳ：Ｃｕ，Ａｌ、ＢａＭｇＡｌ１０Ｏ１７：Ｅｕ，Ｍｎ、ＳｒＡ
ｌ２Ｏ４：Ｅｕなどがある。
【００４７】
　第２の実施例について、図２及び図４を用いて、その構成・作用・効果について説明す
る。
　図４（ａ）の「本発明図２」の構成は、図２で示した構成を示している。図４（ａ）の
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「溝に設けられた蛍光体」の「第１の溝」及び「第２の溝」のいずれも「あり」になって
いるように、第１の溝３１１の外方及び第２の溝３１２の外方には、それぞれ蛍光体５１
，５２が設けられているが、その濃度は第２の溝３１２に設けた溝に設けられた蛍光体５
２の方が、第１の溝３１１に設けた溝に設けられた蛍光体５１より高くなるように、多く
設けられている。
【００４８】
　図４（ａ）で示す「構成」を備えた「本発明図２」は、点灯を開始すると、図４（ｂ）
の「本発明図２」で示す「作用」を奏する。「本発明図２」の「作用」について、図４（
ｂ）を用いて説明する。
　この「本発明図２」の光源２からは、ＬＥＤ光と一端側励起光とが出射され、導光体３
の内部に取り込まれる。導光体３の内部に取り込まれたＬＥＤ光の強度を１００％とした
とき、一端側励起光の相対強度を例えば１００％であったとする（図４（ｂ）の「一端面
からの入射光」を参照のこと）。
【００４９】
　導光体３の内部に取り込まれた光について、図４（ｂ）の「第１の溝からの光」及び「
第２の溝からの光」を参照して説明する。
　第１の溝３１１では、ＬＥＤ光が５０％反射され、一端側励起光が５０％反射される。
同じく、第２の溝３１２では、ＬＥＤ光が５０％反射され、一端側励起光が５０％反射さ
れる。
　第１の溝３１１には、蛍光体５１が設けられていることから、第１の溝３１１からは溝
側励起光が得られ、この第１の溝３１１からの溝側励起光の強度がＬＥＤ光の強度に対し
て例えば１０％である。
　第２の溝３１２には、蛍光体５２が設けられていることから、第２の溝３１２からは溝
側励起光が得られるが、第２の溝３１２の蛍光体５２は第１の溝３１１の蛍光体５１より
も濃度が高い。溝に設けられた蛍光体５１，５２から得られる溝側励起光は、蛍光体の濃
度の上昇に伴って励起光の強度が増加することから、第２の溝３１２からの溝側励起光は
、第１の溝３１１からの溝側励起光よりも強度が高く、ＬＥＤ光の強度に対して例えば１
４％である。
【００５０】
　第１の溝３１１からの光は、導光体３の出射面３２から出射され、原稿台９に直接向か
う（図２における符号ＤＬ１）。このとき、一端側励起光の波長域と溝側励起光の波長域
とが一致する場合、直接光ＤＬ１は、ＬＥＤ光が５０％であるのに対して、ＬＥＤ光のピ
ーク波長より長波長の光が６０％（一端側励起光の５０％＋第１の溝３１１からの溝側励
起光の１０％）であるので、両者の比率は１：１．２の色度を有する（図４（ｃ）の「第
１の溝からの直接光」を参照のこと）。
【００５１】
　第２の溝３１２からの光は、導光体３の出射面３２から出射され、反射体８に向かう（
図２における符号ＤＬ２）。このとき、一端側励起光の波長域と溝側励起光の波長域とが
一致する場合、反射体８に向かう光ＤＬ２は、ＬＥＤ光が５０％であるのに対して、ＬＥ
Ｄ光のピーク波長より長波長の光が６４％（一端側励起光の５０％＋第２の溝３１２から
の溝側励起光の１４％）である。
　反射面８１がアルミニウムで構成されることから、光の波長が長波長に向かうにつれて
反射率が低下する（図１４参照）。アルミニウムからなる反射面８１は、ＬＥＤ光の波長
域を例えば５％損失（反射率９５％と同義）させ、一端側励起光の波長域を例えば１０％
損失（反射率９０％と同義）させる（図４（ｂ）の「反射面での反射効率」を参照のこと
）。
　反射体８へ向かうＤＬ２は、アルミニウムからなる反射面８１で反射されると、ＬＥＤ
光が５％損失することで４５％になり、ＬＥＤ光のピーク波長より長波長の光（一端側励
起光＋溝側励起光）が１０％損失することで５４％になる。従って、反射面８１からの反
射光ＢＬは、ＬＥＤ光の強度と一端側励起光の強度との比率が１：１．２の色度を有する
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（図４（ｃ）の「反射体からの反射光」を参照のこと）。
【００５２】
　従って、第２の実施例に係る線状光源装置１では、第２の溝３１２の外方に設けた蛍光
体５２の濃度を、第１の溝３１１の外方に設けた蛍光体５１の濃度より高くすることによ
り、アルミニウムからなる反射面８１で一端側励起光の強度が発光ダイオード２２からの
光の強度が低下する分を、溝に設けられた蛍光体５２からの溝側励起光によって補うこと
ができ、導光体３から原稿台９に向かう直接光ＤＬ１と反射面８１で反射された反射光Ｂ
Ｌとの色度を近似させることができる。これにより、第２の実施例に係る線状光源装置１
は、原稿読取時の色再現性を得ることができる。
【００５３】
　導光体３からの直接光ＤＬ１は、第１の溝３１１が伸びる方向に沿って出射されること
から、導光体３の長手方向に沿った線状光として出射される。
　反射面８１からの反射光ＢＬは、反射面８１に向かう光ＤＬ２を反射した光であり、こ
の光ＤＬ２が第２の溝３１２の伸びる方向に沿って出射されることから、導光体３の長手
方向に沿った線状光である。
　従って、第２の実施例に係る線状光源装置１は、導光体３の直接光ＤＬ１の線状光と反
射面８１からの反射光ＢＬの線状光とを原稿台９に向かって出射し、原稿台９上に載置さ
れた被読取媒体を線状に照射することができる。
【００５４】
　図３は、本発明の第３の実施例に係る線状光源装置１の説明図である。
　図３（ａ）は、導光体３の長手方向に対して直交した断面図であり、図３（ｂ）は、導
光体３の長手方向に沿った断面図（図３（ａ）のＣ－Ｃ断面図）である。
　なお、図３には、図２に示したものと同じものに、同一の符号が付されている。
【００５５】
　図３に示す線状光源装置１は、光源２の封止体２３に蛍光体を設けなかった点で、図２
に示す線状光源装置１と相違する。
　図３の第３の実施例の説明として、図２で示した第２の実施例の説明と共通する部分は
省略し、図２との相違点について述べる。
【００５６】
　第３の実施例について、図３及び図４を用いて、その構成・作用・効果について説明す
る。
　図４（ａ）の「本発明図３」の構成は、図３で示した構成を示している。図４（ａ）の
「発光ダイオードと導光体との間に設けられた蛍光体」が「なし」になっているように、
封止体２３中には、蛍光体を封入していない。また、図４（ａ）の「溝に設けられた蛍光
体」の「第１の溝」及び「第２の溝」のいずれも「あり」になっているように、第１の溝
３１１の外方及び第２の溝３１２の外方には、それぞれ蛍光体５１，５２が設けられてい
るが、その濃度は第２の溝３１２に設けたた蛍光体５２の方が、第１の溝３１１に設けた
蛍光体５１より高くなるように、多く設けられている。
【００５７】
　図４（ａ）で示す「構成」を備えた「本発明図３」は、点灯を開始すると、図４（ｂ）
の「本発明図３」で示す「作用」を奏する。「本発明図３」の「作用」について、図４（
ｂ）を用いて説明する。
　この「本発明図３」の光源２からは、ＬＥＤ光と一端側励起光とが出射され、導光体３
の内部に取り込まれる。導光体３の内部に取り込まれたＬＥＤ光の強度を１００％とした
とき、蛍光体が設けられていないため、一端側励起光の相対強度を０％になる（図４（ｂ
）の「一端面からの入射光」を参照のこと）。
【００５８】
　導光体３の内部に取り込まれた光について、図４（ｂ）の「第１の溝からの光」及び「
第２の溝からの光」を参照して説明する。
　第１の溝３１１では、ＬＥＤ光が５０％反射される。同じく、第２の溝３１２では、Ｌ
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ＥＤ光が５０％反射される。
　第１の溝３１１には、蛍光体５１が設けられていることから、第１の溝３１１からは溝
側励起光が得られ、この第１の溝３１１からの溝側励起光の強度がＬＥＤ光の強度に対し
て例えば５０％である。
　第２の溝３１２には、蛍光体５２が設けられていることから、第２の溝３１２からは溝
側励起光が得られるが、第２の溝３１２の蛍光体５２は第１の溝３１１の蛍光体５１より
も濃度が高い。溝に設けられた蛍光体５１，５２から得られる溝側励起光は、蛍光体の濃
度の上昇に伴って励起光の強度が増加することから、第２の溝３１２からの溝側励起光は
、第１の溝３１１からの溝側励起光よりも強度が高く、ＬＥＤ光の強度に対して例えば５
５％である。
【００５９】
　第１の溝３１１からの光は、導光体３の出射面３２から出射され、原稿台９に直接向か
う（図３における符号ＤＬ１）。このとき、直接光ＤＬ１は、ＬＥＤ光が５０％であるの
に対して、第１の溝３１１からの溝側励起光が５０％であるので、両者の比率は１：１の
色度を有する（図４（ｃ）の「第１の溝からの直接光」を参照のこと）。
【００６０】
　第２の溝３１２からの光は、導光体３の出射面３２から出射され、反射体８に向かう（
図３における符号ＤＬ２）。このとき、反射体８に向かう光ＤＬ２は、ＬＥＤ光が５０％
であるのに対して、第２の溝３１２からの溝側励起光が５５％である。
　反射面８１がアルミニウムで構成されることから、光の波長が長波長に向かうにつれて
反射率が低下する（図１４参照）。アルミニウムからなる反射面８１は、ＬＥＤ光の波長
域を例えば５％損失（反射率９５％と同義）させ、溝側励起光の波長域を例えば１０％損
失（反射率９０％と同義）させる（図４（ｂ）の「反射面での反射効率」を参照のこと）
。
　反射体８へ向かうＤＬ２は、アルミニウムからなる反射面８１で反射されると、ＬＥＤ
光が５％損失することで４５％になり、第２の溝３１２からの溝側励起光が１０％損失す
ることで４５％になる。従って、反射面８１からの反射光ＢＬは、ＬＥＤ光の強度と第２
の溝３１２からの溝側励起光との比率が１：１の色度を有する（図４（ｃ）の「反射体か
らの反射光」を参照のこと）。
【００６１】
　従って、第３の実施例に係る線状光源装置１では、第１の溝３１１からの溝側励起光の
波長域と第２の溝３１２からの溝側励起光の波長域とが一致する場合、第２の溝３１２の
外方に設けた蛍光体５２の濃度を、第１の溝３１１の外方に設けた蛍光体５１の濃度より
高くすることにより、アルミニウムからなる反射面８１で一端側励起光の強度が発光ダイ
オード２２からの光の強度が低下する分を、溝に設けられた蛍光体５２からの溝側励起光
によって補うことができ、導光体３から原稿台９に向かう直接光ＤＬ１と反射面８１で反
射された反射光ＢＬとの色度を近似させることができる。これにより、第３の実施例に係
る線状光源装置１は、原稿読取時の色再現性を得ることができる。
【００６２】
　導光体３からの直接光ＤＬ１は、第１の溝３１１が伸びる方向に沿って出射されること
から、導光体３の長手方向に沿った線状光として出射される。
　反射面８１からの反射光ＢＬは、反射面８１に向かう光ＤＬ２を反射した光であり、こ
の光ＤＬ２が第２の溝３１２の伸びる方向に沿って出射されることから、導光体３の長手
方向に沿った線状光である。
　従って、第３の実施例に係る線状光源装置１は、導光体３の直接光ＤＬ１の線状光と反
射面８１からの反射光ＢＬの線状光とを原稿台９に向かって出射し、原稿台９上に載置さ
れた被読取媒体を線状に照射することができる。
【００６３】
　上述した第１～３の実施例においては、発光ダイオードと導光体との間に設けられた蛍
光体及び溝に設けられた蛍光体５１，５２の蛍光体を１種類設けた場合について説明した
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。本発明に係る線状光源装置１は、読取光源として用いられるとき、ＣＣＤが用いられる
が、特許文献２で開示されているようにＣＣＤに感度特性があり、ＣＣＤの種類によって
はその感度特性が異なる。このため、線状光源装置１からの線状光を、ＣＣＤの感度特性
に合わせた波長域を形成するために、発光ダイオードと導光体との間に設けられた蛍光体
及び溝に設けられた蛍光体５１，５２の蛍光体を複数種類で構成する場合がある。
　図５及び図６では、蛍光体を複数種類で構成した場合の例を示しているが、蛍光体を複
数種類で構成した場合においても、図１～３の構成は変わらない。従って、第１～３の実
施例において、蛍光体を複数種類で構成した場合について、図１～３，図５及び図６を用
いて説明する。
【００６４】
　図１に示した第１の実施例の構成の場合、図５（ａ）の「本発明図１Ａ」のように、封
止体２３１に封入した蛍光体を緑色蛍光体及び赤色蛍光体で構成し、第２の溝３１２の外
方に設けた溝に設けられた蛍光体５２も緑色蛍光体及び赤色蛍光体で構成する。
　図５（ｂ）では、この「本発明図１Ａ」からのＬＥＤ光の強度を１００％としたときに
、一端側励起光の緑色光の相対強度を例えば１００％であったとし、一端側励起光の赤色
光の相対強度を例えば１００％であったとする（図５（ｂ）の「一端面からの入射光」の
「緑色」及び「赤色」参照のこと）。
【００６５】
　導光体３の内部に取り込まれた光について、図５（ｂ）の「第１の溝からの光」及び「
第２の溝からの光」を参照して説明する。
　第１の溝３１１では、ＬＥＤ光が５０％反射され、一端側励起光の緑色光が５０％反射
され、一端側励起光の赤色光が５０％反射される。同じく、第２の溝３１２では、ＬＥＤ
光が５０％反射され、一端側励起光の緑色光が５０％反射され、一端側励起光の赤色光が
５０％反射される。
　第１の溝３１１には、蛍光体が設けられていないことから、第１の溝３１１からは溝側
励起光は無い（０％）。
　第２の溝３１２には、蛍光体５２が設けられていることから、第２の溝３１２からは溝
側励起光が得られる。この溝に設けられた蛍光体５２が緑色蛍光体と赤色蛍光体とから構
成されていることから、溝側励起光の緑色光の強度がＬＥＤ光の強度に対して例えば５％
であり、溝側励起光の赤色光の強度がＬＥＤ光の強度に対して例えば７．５％である。
【００６６】
　第１の溝３１１からの光は、導光体３の出射面３２から出射され、原稿台に直接向かう
。（図１における符号ＤＬ１）。このとき、直接光ＤＬ１は、ＬＥＤ光が５０％であるの
に対して、一端側励起光の緑色光が５０％であり、一端側励起光の赤色光が５０％であり
、３者の比率は１：１：１の色度を有する（図６（ｃ）の「第１の溝からの直接光」を参
照のこと）。
【００６７】
　第２の溝３１２からの光は、導光体３の出射面３２から出射され、反射体８に向かう（
図１における符号ＤＬ２）。このとき、反射体８に向かう光ＤＬ２は、ＬＥＤ光が５０％
であるのに対して、緑色光が５５％（一端側励起光の５０％＋溝側励起光の５％）であり
、赤色光が５７．５％（一端側励起光の５０％＋溝側励起光の７．５％）である。
　反射面８１がアルミニウムで構成されることから、光の波長が長波長に向かうにつれて
反射率が低下する（図１４参照）。アルミニウムからなる反射面８１は、ＬＥＤ光の波長
域を例えば５％損失（反射率９５％と同義）させ、緑色光を例えば１０％損失（反射率９
０％と同義）させ、赤色光を例えば１２．５％損失（反射率８７．５％と同義）させる（
図４（ｂ）の「反射面での反射効率」を参照のこと）。
　反射体８へ向かう光ＤＬ２は、アルミニウムからなる反射面８１で反射されると、ＬＥ
Ｄ光が５％損失することで４５％になり、緑色光が１０％損失することで４５％になり、
赤色光が１２．５％損失することで４５％になる。従って、反射面８１からの反射光ＢＬ
は、ＬＥＤ光の強度と緑色光の強度と赤色光の強度との比率が１：１：１の色度を有する
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（図６（ｃ）の「反射体からの反射光」を参照のこと）。
【００６８】
　従って、第１の実施例に係る線状光源装置１は、発光ダイオードと導光体との間に設け
られた蛍光体及び溝に設けられた蛍光体５２を複数の蛍光体で構成しても、第２の溝３１
２の外方に蛍光体５２を設けることで、アルミニウムからなる反射面８１で一端側励起光
の強度が発光ダイオード２２からの光の強度が低下する分を、溝に設けられた蛍光体５２
からの溝側励起光によって補うことができ、導光体３から原稿台９に向かう直接光ＤＬ１
と反射面８１で反射された反射光ＢＬとの色度を近似させることができる。これにより、
第１の実施例に係る線状光源装置１は、原稿読取時の色再現性を得ることができる。
【００６９】
　なお、第１の実施例においては、発光ダイオードと導光体との間に設けられた蛍光体を
複数の蛍光体で構成したからといって、必ずしも溝に設けられた蛍光体５２も複数の蛍光
体で構成しなくてもかまわない。その例を示しているのが、図５及び図６の「本発明図１
Ｂ」及び「本発明図１Ｃ」である。「本発明図１Ｂ」及び「本発明図１Ｃ」の詳細な説明
は省略するが、図６（ｃ）の効果で示すように、「第１の溝からの直接光」の色度と「反
射体からの反射光」の色度とを一致させることができる。
【００７０】
　次に図２に示した第２の実施例の構成の場合、図５（ａ）の「本発明図２Ｄ」のように
、封止体２３１に封入した蛍光体を緑色蛍光体及び赤色蛍光体で構成し、第１の溝３１１
の外方に設けた蛍光体５１も緑色蛍光体及び赤色蛍光体で構成し、第２の溝３１２の外方
に設けた蛍光体５２も緑色蛍光体及び赤色蛍光体で構成する。図５（ａ）の「溝に設けら
れた蛍光体」に示しているように、第２の溝３１２に設けた緑色蛍光体の濃度が第１の溝
３１１に設けた緑色蛍光体の濃度より高くなるように多く設けられ、また、第２の溝３１
２に設けた赤色蛍光体の濃度が第１の溝３１１に設けた赤色蛍光体の濃度より高くなるよ
うに多く設けられている。
　図５（ｂ）の「本発明図２Ｄ」の「作用」の説明は省略するが、アルミニウムからなる
反射面８１で損失する光を、溝に設けられた蛍光体５２からの溝側励起光で補うことによ
って、図６（ｃ）の「本発明図２Ｄ」の「効果」に示すように、「第１の溝からの直接光
」の色度と「反射体からの反射光」の色度とを一致させることができる。
【００７１】
　なお、第２の実施例においては、結果的に原稿台９に向かう光ＤＬ１，ＢＬに複数の蛍
光体からの光が含まれていれば良いので、発光ダイオードと導光体との間に設けられた蛍
光体を必ずしも複数の蛍光体で構成しなくてもかまわなく、第１の溝３１１の外方に設け
た蛍光体５１も複数の蛍光体で構成しなくてもかまわなく、第２の溝３１２の外方に設け
た蛍光体５２も複数の蛍光体で構成しなくてもかまわない。その例を示しているのが、図
５及び図６の「本発明図２Ｅ～Ｌ」である。「本発明図２Ｅ～Ｌ」の詳細な説明は省略す
るが、図６（ｃ）の効果で示すように、「第１の溝からの直接光」の色度と「反射体から
の反射光」の色度とを一致させることができる。
【００７２】
　最後に図３に示した第３の実施例の構成の場合、図５（ａ）の「本発明図３Ｍ」のよう
に、封止体２３に蛍光体を封入せず、第１の溝３１１の外方に設けた蛍光体５１も緑色蛍
光体及び赤色蛍光体で構成し、第２の溝３１２の外方に設けた蛍光体５２も緑色蛍光体及
び赤色蛍光体で構成する。図５（ａ）の「溝に設けられた蛍光体」に示しているように、
第２の溝３１２に設けた緑色蛍光体の濃度が第１の溝３１１に設けた緑色蛍光体の濃度よ
り高くなるように多く設けられ、また、第２の溝３１２に設けた赤色蛍光体の濃度が第１
の溝３１１に設けた赤色蛍光体の濃度より高くなるように多く設けられている。
　図５（ｂ）の「本発明図３Ｍ」の「作用」の説明は省略するが、アルミニウムからなる
反射面８１で損失する光を、溝に設けられた蛍光体５２からの溝側励起光で補うことによ
って、図６（ｃ）の「本発明図３Ｍ」の「効果」に示すように、「第１の溝からの直接光
」の色度と「反射体からの反射光」の色度とを一致させることができる。
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【００７３】
　続いて、反射面が銀で構成された場合について、第４～６の実施例で説明する。
【００７４】
　図７は、本発明の第４の実施例に係る線状光源装置１の説明図である。
　図７（ａ）は、導光体３の長手方向に対して直交した断面図であり、図７（ｂ）は、導
光体３の長手方向に沿った断面図（図７（ａ）のＤ－Ｄ断面図）である。
　なお、図７には、図１に示したものと同じものに、同一の符号が付されている。
【００７５】
　図７に示す線状光源装置１は、反射体８の反射面８２を銀で構成した点と、第１の溝３
１１の外方に蛍光体５１を設けた点と、第２の溝３１２の外方に蛍光体を設けなかった点
とで、図１に示す線状光源装置１と相違する。
　図７の第４の実施例の説明として、図１で示した第１の実施例の説明と共通する部分は
省略し、図１との相違点について述べる。
【００７６】
　第４の実施例では、その反射面８１が、例えば金属光沢のある銀や、銀による蒸着面の
ように、銀で構成される。
　第４の実施例について、図７及び図８を用いて、その構成・作用・効果について説明す
る。
　図８（ａ）の「本発明図７」の「構成」は、図７で示した構成を示している。第４の実
施例では、反射体８の反射面が銀で構成されていることから、図８（ａ）の「反射面」に
「銀」と記載されている。
　また、図８（ａ）の「本発明図７」は、「ＬＥＤ」に示すように、３８０ｎｍ～４９０
ｎｍにピーク波長を有する発光ダイオード２２を備える。この発光ダイオード２２は封止
体２３１で封止されるが、図８（ａ）の「発光ダイオードと導光体との間に設けられた蛍
光体」が「あり」になっているように、封止体２３１中に、発光ダイオード２２からの光
のピーク波長より長波長の励起光を出射する発光ダイオードと導光体との間に設けられた
蛍光体が封入される。導光体３は、一対の溝３１１，３１２を備えるが、図８（ａ）の「
溝に設けられた蛍光体」の「第１の溝」が「あり」になっているように、導光体３の第１
の溝３１１の外方には蛍光体５１が設けられているが、「第２の溝」が「なし」になって
いるように、導光体３の第２の溝３１２の外方には蛍光体が設けられていない。
【００７７】
　図８（ａ）で示す「構成」を備えた「本発明図７」は、点灯を開始すると、図８（ｂ）
の「本発明図７」で示す「作用」を奏する。「本発明図７」の「作用」について、図８（
ｂ）を用いて説明する。
　この「本発明図７」の光源２からは、ＬＥＤ光と一端側励起光とが出射され、導光体３
の内部に取り込まれる。導光体３の内部に取り込まれたＬＥＤ光の強度を１００％とした
とき、一端側励起光の相対強度を例えば１００％であったとする（図８（ｂ）の「一端面
からの入射光」を参照のこと）。
【００７８】
　導光体３の内部に取り込まれた光について、図８（ｂ）の「第１の溝からの光」及び「
第２の溝からの光」を参照して説明する。
　第１の溝３１１では、ＬＥＤ光が５０％反射され、一端側励起光が５０％反射される。
同じく、第２の溝３１２では、ＬＥＤ光が５０％反射され、一端側励起光が５０％反射さ
れる。
　第１の溝３１１には、蛍光体５１が設けられていることから、第１の溝３１１からの溝
側励起光が得られ、この溝側励起光の強度がＬＥＤ光の強度に対して例えば６．２５％で
ある。
　第２の溝３１２には、蛍光体が設けられていないことから、第２の溝３１２からの溝側
励起光は無い（０％）。
【００７９】
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　第１の溝３１１からの光は、導光体３の出射面３２から出射され、原稿台９に直接向か
う（図７における符号ＤＬ１）。このとき、一端側励起光の波長域と溝側励起光の波長域
とが一致する場合、その光ＤＬ１におけるＬＥＤ光（図８（ｃ）においては「３８０～４
９０ｎｍの波長域」と示している）が５０％であるのに対して、ＬＥＤ光のピーク波長よ
り長波長の光（図８（ｃ）においては「５００～７５０ｎｍの波長域」と示している）が
５６．２５％（一端側励起光の５０％＋第１の溝３１１からの溝側励起光６．２５％）で
あるので、両者の比率は１：１．１２５の色度を有する（図８（ｃ）の「第１の溝からの
直接光」を参照のこと）。
【００８０】
　第２の溝３１２からの光は、導光体３の出射面３２から出射され、反射体８に向かう（
図１における符号ＤＬ２）。このとき、反射体８に向かう光ＤＬ２は、ＬＥＤ光が５０％
であるのに対して、一端側励起光が５０％である。
　反射面８２が銀で構成されることから、光の波長が長波長に向かうにつれて反射率が上
昇する（図１４参照）。銀からなる反射面８２は、ＬＥＤ光の波長域を例えば１０％損失
（反射率９０％と同義）させ、一端側励起光の波長域を例えば５％損失（反射率９５％と
同義）させる（図８（ｂ）の「反射面での反射効率」を参照のこと）。
　反射体８へ向かうＤＬ２は、銀からなる反射面８２で反射されると、ＬＥＤ光が１０％
損失することで４０％になり、ＬＥＤ光のピーク波長より長波長の光（一端側励起光＋溝
側励起光）が５％損失することで４５％になる。従って、反射面８２からの反射光ＢＬは
、ＬＥＤ光の強度と一端側励起光の強度との比率が１：１．１２５の色度を有する（図８
（ｃ）の「反射体からの反射光」を参照のこと）。
【００８１】
　従って、第４の実施例に係る線状光源装置１では、第１の溝３１１の外方に蛍光体５１
を設けることで、反射光ＢＬにおいて、銀からなる反射面８２で一端側励起光の強度が発
光ダイオード２２からの光の強度より上昇する分を、直接光ＤＬ１においても、一端側励
起光の波長域の光の強度を、溝に設けられた蛍光体５１からの溝側励起光によって補うこ
とができ、導光体３から原稿台９に向かう直接光ＤＬ１と反射面８１で反射された反射光
ＢＬとの色度を近似させることができる。これにより、第４の実施例に係る線状光源装置
１は、原稿読取時の色再現性を得ることができる。
【００８２】
　導光体３からの直接光ＤＬ１は、第１の溝３１１が伸びる方向に沿って出射されること
から、導光体３の長手方向に沿った線状光として出射される。
　反射面８１からの反射光ＢＬは、反射面８１に向かう光ＤＬ２を反射した光であり、こ
の光ＤＬ２が第２の溝３１２の伸びる方向に沿って出射されることから、導光体３の長手
方向に沿った線状光である。
　従って、第４の実施例に係る線状光源装置１は、導光体３の直接光ＤＬ１の線状光と反
射面８１からの反射光ＢＬの線状光とを原稿台９に向かって出射し、原稿台９上に載置さ
れた被読取媒体を線状に照射することができる。
【００８３】
　本発明の第５の実施例に係る線状光源装置１について、第２の実施例で用いた図２を引
用して説明する。
　図２（ａ）は、導光体３の長手方向に対して直交した断面図であり、図２（ｂ）は、導
光体３の長手方向に沿った断面図（図２（ａ）のＢ－Ｂ断面図）である。
　なお、図２には、図１に示したものと同じものに、同一の符号が付されている。
【００８４】
　図２を用いて説明する第５の実施例に係る線状光源装置１は、反射面８２を銀で構成し
た点で、図２を用いて説明した第２の実施例に係る線状光源装置１と相違する。
　図２の第５の実施例の説明として、図２を用いて説明した第２の実施例に係る線状光源
装置１と共通する部分は省略し、第２の実施例との相違点について述べる。
【００８５】
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　第５の実施例について、図２及び図８を用いて、その構成・作用・効果について説明す
る。
　図８（ａ）の「本発明図２」の「構成」は、図２で示した構成を示している。図８（ａ
）の「溝に設けられた蛍光体」の「第１の溝」及び「第２の溝」のいずれも「あり」にな
っているように、第１の溝３１１の外方及び第２の溝３１２の外方には、それぞれ蛍光体
５１，５２が設けられているが、その濃度は第１の溝３１１に設けた蛍光体５１の方が、
第２の溝３１２に設けた蛍光体５２より高くなるように、多く設けられている。
【００８６】
　図８（ａ）で示す「構成」を備えた「本発明図２」は、点灯を開始すると、図８（ｂ）
の「本発明図２」で示す「作用」を奏する。「本発明図２」の「作用」について、図８（
ｂ）を用いて説明する。
　この「本発明図２」の光源２からは、ＬＥＤ光と一端側励起光とが出射され、導光体３
の内部に取り込まれる。導光体３の内部に取り込まれたＬＥＤ光の強度を１００％とした
とき、一端側励起光の相対強度を例えば１００％であったとする（図８（ｂ）の「一端面
からの入射光」を参照のこと）。
【００８７】
　導光体３の内部に取り込まれた光について、図８（ｂ）の「第１の溝からの光」及び「
第２の溝からの光」を参照して説明する。
　第１の溝３１１では、ＬＥＤ光が５０％反射され、一端側励起光が５０％反射される。
同じく、第２の溝３１２では、ＬＥＤ光が５０％反射され、一端側励起光が５０％反射さ
れる。
　第１の溝３１１には、蛍光体５１が設けられていることから、第１の溝３１１からの溝
側励起光が得られ、この溝側励起光の強度がＬＥＤ光の強度に対して例えば１２．５％で
ある。
　また、第２の溝３１２には、蛍光体５２が設けられていることから、第２の溝３１２か
らは溝側励起光が得られるが、第２の溝３１２の蛍光体５２は第１の溝３１１の蛍光体５
１よりも濃度が低い。溝に設けられた蛍光体５１，５２から得られる溝側励起光は、蛍光
体の濃度の低下に伴って励起光の強度が低下することから、第２の溝３１２からの溝側励
起光は、第１の溝３１１からの溝側励起光よりも強度が低く、ＬＥＤ光の強度に対して例
えば５％である。
【００８８】
　第１の溝３１１からの光は、導光体３の出射面３２から出射され、原稿台９に直接向か
う（図２における符号ＤＬ１）。このとき、一端側励起光の波長域と溝側励起光の波長域
とが一致する場合、その光ＤＬ１におけるＬＥＤ光（図８（ｃ）においては「３８０～４
９０ｎｍの波長域」と示している）が５０％であるのに対して、ＬＥＤ光のピーク波長よ
り長波長の光（図８（ｃ）においては「５００～７５０ｎｍの波長域」と示している）が
６２．５％（一端側励起光の５０％＋第１の溝３１１からの溝側励起光１２．５％）であ
るので、両者の比率は１：１．２５の色度を有する（図８（ｃ）の「第１の溝からの直接
光」を参照のこと）。
【００８９】
　第２の溝３１２からの光は、導光体３の出射面３２から出射され、反射体８に向かう（
図１における符号ＤＬ２）。このとき、反射体８に向かう光ＤＬ２は、ＬＥＤ光が５０％
であるのに対して、ＬＥＤ光のピーク波長より長波長の光が５５％（一端側励起光の５０
％＋第２の溝３１２からの溝側励起光５％）である。
　反射面８２が銀で構成されることから、光の波長が長波長に向かうにつれて反射率が上
昇する（図１４参照）。銀からなる反射面８２は、ＬＥＤ光の波長域を例えば１０％損失
（反射率９０％と同義）させ、一端側励起光の波長域を例えば５％損失（反射率９５％と
同義）させる（図８（ｂ）の「反射面での反射効率」を参照のこと）。
　反射体８へ向かうＤＬ２は、銀からなる反射面８２で反射されると、ＬＥＤ光が１０％
損失することで４０％になり、ＬＥＤ光のピーク波長より長波長の光（一端側励起光＋溝
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側励起光）が５％損失することで５０％になる。従って、反射面８２からの反射光ＢＬは
、ＬＥＤ光の強度と一端側励起光の強度との比率が１：１．２５の色度を有する（図８（
ｃ）の「反射体からの反射光」を参照のこと）。
【００９０】
　従って、第５の実施例に係る線状光源装置１では、第１の溝３１１の外方に設けた蛍光
体５１の濃度を、第２の溝３１２の外方に設けた蛍光体５２の濃度より高くすることによ
り、反射光ＢＬにおいて、銀からなる反射面８２で一端側励起光の強度が発光ダイオード
２２からの光の強度より上昇する分を、直接光ＤＬ１においても、一端側励起光の波長域
の光の強度を、溝に設けられた蛍光体５１からの溝側励起光によって補うことができ、導
光体３から原稿台９に向かう直接光ＤＬ１と反射面８１で反射された反射光ＢＬとの色度
を近似させることができる。これにより、第５の実施例に係る線状光源装置１は、原稿読
取時の色再現性を得ることができる。
【００９１】
　導光体３からの直接光ＤＬ１は、第１の溝３１１が伸びる方向に沿って出射されること
から、導光体３の長手方向に沿った線状光として出射される。
　反射面８１からの反射光ＢＬは、反射面８１に向かう光ＤＬ２を反射した光であり、こ
の光ＤＬ２が第２の溝３１２の伸びる方向に沿って出射されることから、導光体３の長手
方向に沿った線状光である。
　従って、第５の実施例に係る線状光源装置１は、導光体３の直接光ＤＬ１の線状光と反
射面８１からの反射光ＢＬの線状光とを原稿台９に向かって出射し、原稿台９上に載置さ
れた被読取媒体を線状に照射することができる。
【００９２】
　本発明の第６の実施例に係る線状光源装置１について、第３の実施例で用いた図３を引
用して説明する。
　図３（ａ）は、導光体３の長手方向に対して直交した断面図であり、図３（ｂ）は、導
光体３の長手方向に沿った断面図（図３（ａ）のＣ－Ｃ断面図）である。
　なお、図３には、図２に示したものと同じものに、同一の符号が付されている。
【００９３】
　図３を用いて説明する第６の実施例に係る線状光源装置１は、反射面８２を銀で構成し
た点で、図３を用いて説明した第３の実施例に係る線状光源装置１と相違する。
　図３の第６の実施例の説明として、図３を用いて説明した第２の実施例に係る線状光源
装置１と共通する部分は省略し、第３の実施例との相違点について述べる。
【００９４】
　第６の実施例について、図３及び図８を用いて、その構成・作用・効果について説明す
る。
　図８（ａ）の「本発明図３」の「構成」は、図３で示した構成を示している。図８（ａ
）の「発光ダイオードと導光体との間に設けられた蛍光体」が「なし」になっているよう
に、封止体２３中には、蛍光体を封入していない。また、図８（ａ）の「溝に設けられた
蛍光体」の「第１の溝」及び「第２の溝」のいずれも「あり」になっているように、第１
の溝３１１の外方及び第２の溝３１２の外方には、それぞれ蛍光体５１，５２が設けられ
ているが、その濃度は第１の溝３１１に設けた蛍光体５１の方が、第２の溝３１２に設け
た蛍光体５２より高くなるように、多く設けられている。
【００９５】
　図８（ａ）で示す「構成」を備えた「本発明図３」は、点灯を開始すると、図８（ｂ）
の「本発明図３」で示す「作用」を奏する。「本発明図３」の「作用」について、図８（
ｂ）を用いて説明する。
　この「本発明図３」の光源２からは、ＬＥＤ光と一端側励起光とが出射され、導光体３
の内部に取り込まれる。導光体３の内部に取り込まれたＬＥＤ光の強度を１００％とした
とき、蛍光体が設けられていないため、一端側励起光の相対強度を０％になる（図４（ｂ
）の「一端面からの入射光」を参照のこと）。
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【００９６】
　導光体３の内部に取り込まれた光について、図８（ｂ）の「第１の溝からの光」及び「
第２の溝からの光」を参照して説明する。
　第１の溝３１１では、ＬＥＤ光が５０％反射される。同じく、第２の溝３１２では、Ｌ
ＥＤ光が５０％反射される。
　第１の溝３１１には、蛍光体５１が設けられていることから、第１の溝３１１からの溝
側励起光が得られ、この溝側励起光の強度がＬＥＤ光の強度に対して例えば５０％である
。
　また、第２の溝３１２には、蛍光体５２が設けられていることから、第２の溝３１２か
らは溝側励起光が得られるが、第２の溝３１２の蛍光体５２は第１の溝３１１の蛍光体５
１よりも濃度が低い。溝に設けられた蛍光体５１，５２から得られる溝側励起光は、蛍光
体の濃度の低下に伴って励起光の強度が低下することから、第２の溝３１２からの溝側励
起光は、第１の溝３１１からの溝側励起光よりも強度が低く、ＬＥＤ光の強度に対して例
えば４５％である。
【００９７】
　第１の溝３１１からの光は、導光体３の出射面３２から出射され、原稿台９に直接向か
う（図３における符号ＤＬ１）。このため、その光ＤＬ１におけるＬＥＤ光（図８（ｃ）
においては「３８０～４９０ｎｍの波長域」と示している）が５０％であるのに対して、
第１の溝３１１からの溝側励起光（図８（ｃ）においては「５００～７５０ｎｍの波長域
」と示している）が５０％であるので、両者の比率は１：１の色度を有する（図８（ｃ）
の「第１の溝からの直接光」を参照のこと）。
【００９８】
　第２の溝３１２からの光は、導光体３の出射面３２から出射され、反射体８に向かう（
図１における符号ＤＬ２）。このとき、反射体８に向かう光ＤＬ２は、ＬＥＤ光が５０％
であるのに対して、第２の溝３１２からの励起光が４５％である。
　反射面８２が銀で構成されることから、光の波長が長波長に向かうにつれて反射率が上
昇する（図１４参照）。銀からなる反射面８２は、ＬＥＤ光の波長域を例えば１０％損失
（反射率９０％と同義）させ、一端側励起光の波長域を例えば５％損失（反射率９５％と
同義）させる（図８（ｂ）の「反射面での反射効率」を参照のこと）。
　反射体８へ向かうＤＬ２は、銀からなる反射面８２で反射されると、ＬＥＤ光が１０％
損失することで４０％になり、第２の溝３１２からの溝側励起光が５％損失することで４
０％になる。従って、反射面８２からの反射光ＢＬは、ＬＥＤ光の強度と一端側励起光の
強度との比率が１：１の色度を有する（図８（ｃ）の「反射体からの反射光」を参照のこ
と）。
【００９９】
　従って、第６の実施例に係る線状光源装置１では、第１の溝３１１の外方に設けた蛍光
体５１の濃度を、第２の溝３１２の外方に設けた蛍光体５２の濃度より高くすることによ
り、反射光ＢＬにおいて、銀からなる反射面８２で一端側励起光の強度が発光ダイオード
２２からの光の強度より上昇する分を、直接光ＤＬ１においても、一端側励起光の波長域
の光の強度を、溝に設けられた蛍光体５１からの溝側励起光によって補うことができ、導
光体３から原稿台９に向かう直接光ＤＬ１と反射面８１で反射された反射光ＢＬとの色度
を近似させることができる。これにより、第６の実施例に係る線状光源装置１は、原稿読
取時の色再現性を得ることができる。
【０１００】
　導光体３からの直接光ＤＬ１は、第１の溝３１１が伸びる方向に沿って出射されること
から、導光体３の長手方向に沿った線状光として出射される。
　反射面８１からの反射光ＢＬは、反射面８１に向かう光ＤＬ２を反射した光であり、こ
の光ＤＬ２が第２の溝３１２の伸びる方向に沿って出射されることから、導光体３の長手
方向に沿った線状光である。
　従って、第６の実施例に係る線状光源装置１は、導光体３の直接光ＤＬ１の線状光と反
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射面８１からの反射光ＢＬの線状光とを原稿台９に向かって出射し、原稿台９上に載置さ
れた被読取媒体を線状に照射することができる。
【０１０１】
　上述した第４～６の実施例においては、発光ダイオードと導光体との間に設けられた蛍
光体及び溝に設けられた蛍光体５１，５２の蛍光体を１種類設けた場合について説明した
。本発明に係る線状光源装置１は、読取光源として用いられるとき、ＣＣＤが用いられる
が、特許文献２で開示されているようにＣＣＤに感度特性があり、ＣＣＤの種類によって
はその感度特性が異なる。このため、線状光源装置１からの線状光を、ＣＣＤの感度特性
に合わせた波長域を形成するために、発光ダイオードと導光体との間に設けられた蛍光体
及び溝に設けられた蛍光体５１，５２の蛍光体を複数種類で構成する場合がある。
　図９及び図１０では、蛍光体を複数種類で構成した場合の例を示しているが、蛍光体を
複数種類で構成した場合においても、図７，図２及び図３の構成は変わらない。従って、
第４～６の実施例において、蛍光体を複数種類で構成した場合について、図７，図２，図
３，図９及び図１０を用いて説明する。
【０１０２】
　図７に示した第４の実施例の構成の場合、図９（ａ）の「本発明図７Ｎ」のように、封
止体２３１に封入した発光ダイオードと導光体との間に設けられた蛍光体を緑色蛍光体及
び赤色蛍光体で構成し、第１の溝３１１の外方に設けた溝に設けられた蛍光体５１も緑色
蛍光体及び赤色蛍光体で構成する。
　図９（ｂ）では、この「本発明図７Ｎ」からのＬＥＤ光の強度を１００％としたときに
、一端側励起光の緑色光の相対強度を例えば１００％であったとし、一端側励起光の赤色
光の相対強度を例えば１００％であったとする（図９（ｂ）の「一端面からの入射光」の
「緑色」及び「赤色」参照のこと）。
【０１０３】
　導光体３の内部に取り込まれた光について、図９（ｂ）の「第１の溝からの光」及び「
第２の溝からの光」を参照して説明する。
　第１の溝３１１では、ＬＥＤ光が５０％反射され、一端側励起光の緑色光が５０％反射
され、一端側励起光の赤色光が５０％反射される。同じく、第２の溝３１２では、ＬＥＤ
光が５０％反射され、一端側励起光の緑色光が５０％反射され、一端側励起光の赤色光が
５０％反射される。
　第１の溝３１１には、蛍光体５１が設けられていることから、第１の溝３１１からは溝
側励起光が得られる。この溝に設けられた蛍光体５１が緑色蛍光体と赤色蛍光体とから構
成されていることから、溝側励起光の緑色光の強度がＬＥＤ光の強度に対して例えば６．
２５％であり、溝側励起光の赤色光の強度がＬＥＤ光の強度に対して例えば９．３７５％
である。
　第２の溝３１２には、蛍光体が設けられていないことから、第２の溝３１２からは溝側
励起光は無い（０％）。
【０１０４】
　第１の溝３１１からの光は、導光体３の出射面３２から出射され、原稿台９に直接向か
う。（図７における符号ＤＬ１）。このとき、直接光ＤＬ１は、ＬＥＤ光が５０％である
のに対して、緑色光が５６．２５％（一端側励起光の５０％＋第１の溝側励起光の６．２
５％）であり、赤色光が５９．３７５％（一端側励起光の５０％＋第１の溝側励起光の９
．３７５％）であり、３者の比率は１：１．１２５：１．１８７５の色度を有する（図１
０（ｃ）の「第１の溝からの直接光」を参照のこと）。
【０１０５】
　第２の溝３１２からの光は、導光体３の出射面３２から出射され、反射体８に向かう（
図７における符号ＤＬ２）。このとき、反射体８に向かう光ＤＬ２は、ＬＥＤ光が５０％
であるのに対して、緑色光が５０％であり、赤色光が５０％である。
　反射面８２が銀で構成されることから、光の波長が長波長に向かうにつれて反射率が上
昇する（図１４参照）。銀からなる反射面８２は、ＬＥＤ光の波長域を例えば１０％損失
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（反射率９０％と同義）させ、一端側励起光の波長域を例えば５％損失（反射率９５％と
同義）させる（図８（ｂ）の「反射面での反射効率」を参照のこと）。
　反射体８へ向かう光ＤＬ２は、銀からなる反射面８２で反射されると、ＬＥＤ光が１０
％損失することで４０％になり、緑色光が５％損失することで４５％になり、赤色光が２
．５％損失することで４７．５％になる。従って、反射面８２からの反射光ＢＬは、ＬＥ
Ｄ光の強度と緑色光の強度と赤色光の強度との比率が１：１．１２５：１．１８７５の色
度を有する（図１０（ｃ）の「反射体からの反射光」を参照のこと）。
【０１０６】
　従って、第４の実施例に係る線状光源装置１は、発光ダイオードと導光体との間に設け
られた蛍光体及び溝に設けられた蛍光体５１を複数の蛍光体で構成しても、第１の溝３１
１の外方に蛍光体５１を設けることで、反射光ＢＬにおいて、銀からなる反射面８２で一
端側励起光の強度が発光ダイオード２２からの光の強度より上昇する分を、直接光ＤＬ１
においても、一端側励起光の波長域の光の強度を、溝に設けられた蛍光体５１からの溝側
励起光によって補うことができ、導光体３から原稿台９に向かう直接光ＤＬ１と反射面８
１で反射された反射光ＢＬとの色度を近似させることができる。これにより、第４の実施
例に係る線状光源装置１は、原稿読取時の色再現性を得ることができる。
【０１０７】
　次に図２を用いて説明した第５の実施例の構成の場合、図９（ａ）の「本発明図２Ｏ」
のように、封止体２３１に封入した蛍光体を緑色蛍光体及び赤色蛍光体で構成し、第１の
溝３１１の外方に設けた蛍光体５１も緑色蛍光体及び赤色蛍光体で構成し、第２の溝３１
２の外方に設けた蛍光体５２も緑色蛍光体及び赤色蛍光体で構成する。図９（ａ）の「溝
に設けられた蛍光体」に示しているように、第１の溝３１１に設けた緑色蛍光体の濃度が
第２の溝３１２に設けた緑色蛍光体の濃度より高くなるように多く設けられ、また、第１
の溝３１１に設けた赤色蛍光体の濃度が第２の溝３１２に設けた赤色蛍光体の濃度より高
くなるように多く設けられている。
　図９（ｂ）の「本発明図２Ｏ」の「作用」の説明は省略するが、銀からなる反射面８２
で損失する光を、溝に設けられた蛍光体５２からの溝側励起光で補うことによって、図１
０（ｃ）の「本発明図２Ｏ」の「効果」に示すように、「第１の溝からの直接光の色度」
と「反射体からの反射光」の色度とを一致させることができる。
【０１０８】
　なお、第５の実施例においては、結果的に原稿台９に向かう光ＤＬ１，ＢＬに複数の蛍
光体からの光が含まれていれば良いので、発光ダイオードと導光体との間に設けられた蛍
光体を必ずしも複数の蛍光体で構成しなくてもかまわなく、第１の溝３１１の外方に設け
た蛍光体５１も複数の蛍光体で構成しなくてもかまわなく、第２の溝３１２の外方に設け
た蛍光体５２も複数の蛍光体で構成しなくてもかまわない。その例を示しているのが、図
９及び図１０の「本発明図２Ｐ～Ｗ」である。「本発明図２Ｐ～Ｗ」の詳細な説明は省略
するが、図６（ｃ）の効果で示すように、「第１の溝からの直接光」の色度と「反射体か
らの反射光」の色度とを一致させることができる。
【０１０９】
　最後に図３を用いて説明した第６の実施例の構成の場合、図９（ａ）の「本発明図３Ｘ
」のように、封止体２３に蛍光体を封入せず、第１の溝３１１の外方に設けた蛍光体５１
も緑色蛍光体及び赤色蛍光体で構成し、第２の溝３１２の外方に設けた蛍光体５２も緑色
蛍光体及び赤色蛍光体で構成する。図９（ａ）の「溝に設けられた蛍光体」に示している
ように、第１の溝３１１に設けた緑色蛍光体の濃度が第２の溝３１２に設けた緑色蛍光体
の濃度より高くなるように多く設けられ、また、第１の溝３１１に設けた赤色蛍光体の濃
度が第２の溝３１２に設けた赤色蛍光体の濃度より高くなるように多く設けられている。
　図９（ｂ）の「本発明図３Ｘ」の「作用」の説明は省略するが、銀からなる反射面８２
で損失する光を、溝に設けられた蛍光体５２からの溝側励起光で補うことによって、図１
０（ｃ）の「本発明図３Ｘ」の「効果」に示すように、「第１の溝からの直接光の色度」
と「反射体からの反射光」の色度とを一致させることができる。
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【０１１０】
　以上説明したように、反射体８を備えた線状光源装置１においては、反射体８の反射面
が金属で構成され、その反射面での反射率が波長によって変化する場合、導光体３からの
直接光ＤＬ１の色度と反射面からの反射光ＢＬの色度とが一致しないといった不具合が生
じる。
　そこで、上述した本発明に係る線状光源装置１のように、導光体３に設けた第１の溝３
１１又は／及び第２の溝３１２の外方にそれぞれ蛍光体５１，５２を設けたことで、直接
光ＤＬ１の色度と反射光ＢＬの色度を近似させることができ、色再現性を良好にすること
ができる。
【０１１１】
　なお、上述した第１，第２，第４及び第５の実施例における発光ダイオードと導光体と
の間に設けられた蛍光体は、封止体２３１中に封入したが、必ずしも封止体２３１中に封
入しなければならないものではなく、例えば、図１１（ａ）に示すように、導光体３の一
端面３３の外面に塗布したものであってもかまわない。
【０１１２】
　また、上述した第１～６の実施例においては、一端面３３に設けた光源２による光量が
不十分である場合、例えば、図１１（ｂ）に示すように、導光体３の他端面３４に対向す
る光源２を設けて導光体３の内部に入射される光を増やすことができる。また、例えば、
図１１（ｃ）に示すように、導光体３の他端面３４に対向する拡散反射体４を配置して、
導光体３の内部を通って他端面３４に到達した光を、拡散反射体４で拡散反射して導光体
３に戻すこともできる。
【符号の説明】
【０１１３】
１　　　　線状光源装置
２　　　　光源
２ａ　　　一方の光源
２ｂ　　　他方の光源
２１　　　基板
２２　　　発光ダイオード
２３　　　封止体
２３１　　蛍光体を封入した封止体
２４　　　反射鏡
３　　　　導光体
３１１　　第１の溝
３１２　　第２の溝
３２　　　出射面
３３　　　一端面
３４　　　他端面
４　　　　拡散反射体
５１　　　第１の溝に設けられた蛍光体
５２　　　第２の溝に設けられた蛍光体
６　　　　発光ダイオードと導光体との間に設けられた蛍光体
７１　　　導光体保持体
７２　　　反射体保持体
８　　　　反射体
８１　　　アルミニウムからなる反射面
８２　　　銀からなる反射面
９　　　　原稿台
ＤＬ１　　直接光
ＤＬ２　　直接光
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ＢＬ　　　反射光

【図１】 【図２】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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